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滋賀ＹＭＣＡ会則 

 

 

本会は、世界キリスト教青年会同盟結成の基準である次に掲げるパリ基準を承認する。  

 

（パリ基準） 

 「われら世界のＹＭＣＡは、イエス・キリストを聖書に従ってわが神わが救い主と仰

ぎ、信仰とその生活において彼の弟子でありたいと願う青年たちを一つとし、イエス・

キリストの精神が広く青年の間に生かされるよう、その努力を結集する。」 

 

（滋賀 YMCA－わたしたちの使命） 

わたしたち滋賀 YMCAは、神がイエス・キリストに示された愛と奉仕の生き方を多く

の人とわかち合い、「正義と平和と喜び」の共生社会をきづくことをめざします。 

１．人間の自由と権利を守り、平和と正義の実現に努力します。 

２．「いのち」への共感をひろげるために、生命と自然と文化を守ります。 

３．愛と理解と寛容の地域社会をもとめ、苦しみと痛みのなかにいる人に仕えます。 

４．子どもたちの「こころ」と「からだ」の限りない成長のために努力します。 

５．地域の人びと共に「生きることの質」をたかめ合う場と機会を提供します。 

 

第１章    総     則 

（名称） 

第１条  本会は、滋賀ＹＭＣＡという。 

（事務所） 

第２条  本会は、主たる事務所を滋賀県近江八幡市鷹飼町５３７番３号に置く。 

（同盟への加盟） 

第３条  本会は、日本キリスト教青年会同盟に加盟する。加盟することにより「YMCA」

という名称を使用し、YMCA運動に加わる。 

（事業年度） 

第４条  本会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第２章 目 的 及 び 事 業 

（目的） 

第５条  本会は、キリスト教精神に基づき、会員の精神、知性及び身体の調和のとれた発

達をはかり、会員相互の交わりと協力とにより奉仕の精神を養い、平和で人間性

の尊ばれる民主的社会を実現することを目的とする。 

（事業） 

第６条  本会は、前条の目的を達成するため、国内外のＹＭＣＡ、ワイズメンズクラブ

と協働し、他のＮＧＯ（非政府組織）、ＮＰＯ（非営利公益民間団体）、市民ボ

ランティアグループ、地方自治体等と協力して、地域のニーズに適した健康・

野外活動、職業・語学教育、国際理解・協力活動、福祉活動など、生涯をとお
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しての学習活動を提供する。また、ボランティアの養成を行なう。 

（設置および構成する法人） 

第７条  本会の目的を達成するため前条の事業を行うにあたり、本会は一般財団法人滋

賀 YMCAを設置する。 

   ２ 本会が日本キリスト教青年会同盟へ加盟することにより、一般財団法人滋賀

YMCA の名称を用い、YMCA ミッション遂行のため日本と世界の YMCA 運動

へ加わる。 

 

第３章  会    員 

（会員） 

第８条  本会の目的に賛同し、その達成を願う者及び活動に参加する者は、会費を納入

して会員となることができる。 

   ２ 入会および退会は所定の手続きによる。 

３ １８歳未満の者は、少年会員とする。 

４ １８歳以上の会員で本会の目的達成への協力を表明した会員は、総会構成員と

なることができる。総会構成員の資格基準については、常議員会の定める内規

による。 

（入退会） 

第９条  本会への入会及び本会からの退会の手続は、所定の手続によるものとする。 

（会費） 

第１０条 会員は常議員会の定めるところにより、会費を納入しなければならない。 

（名誉会員） 

第１１条 本会に名誉会員を置くことができる。名誉会員は理事会が推挙し、常議員会に

おいて議決される。 

（会員資格の喪失） 

第１２条 会員が本会の名誉をけがす言動をしたときは、常議員会の議決によって除籍す 

ることができる。 

   

第４章  常議員並びに常議員会 

（常議員の定数） 

第１３条 本会に常議員７名以上１５名以内を置く。 

（常議員の資格） 

第１４条 常議員は、次に掲げる者とする。 

  （１）２０歳以上の総会構成員である者。ただし常議員総数の過半数はキリスト者で

なければならない。 

  （２）総主事の職にある者。 

 ２ 前項第１号および第 2 号に規定する常議員が、会員としての資格を喪失したと

きは常議員の職を失うものとする。 

 

（常議員会の構成） 
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第１５条 常議員は、常議員会を組織し、常議員会議長及び副議長各１名を互選する。 

   ２ 常議員会議長及び副議長の任期は、４年とし、再任の場合、連続して２期まで

とする。 

   ３ 常議員会議長は、年３回以上常議員会を招集して、その議長となる。 

   ４ 常議員会副議長は、常議員会議長に支障があるとき、その職務を代行する。 

（常議員の選出） 

第１６条 常議員は、常議員会において選出される。 

２ 常議員候補者の推薦については、別に定める。 

３ 常議員候補者は、常議員会にて承認の上、総会にて承認を受け、常議員に選任

される。 

（常議員の任期） 

第１７条 常議員の任期は４年とする。 

   ２ 補欠により選任された常議員の任期は、前任者の残任期間とする。 

   ３ 常議員は、任期満了後でも後任者の就任するまでは、その職務を行う。 

（常議員会の職務） 

第１８条 常議員会は、次の事項を扱う。 

（１） 理事の推薦と常議員の選任 

（２） 事業計画及び収支予算についての事項 

（３） 事業報告及び収支決算についての事項 

（４） 長期借入金についての事項 

（５） 総会の議案 

（６） その他常議員会が必要と認めた事項 

（総主事と職員） 

第１９条 本会に総主事、主事その他の職員を置く。 

   ２ 総主事は設置する法人の理事となる。 

   ３ 総主事は統括責任者として、全国総主事会議の構成メンバーとなる。 

   ４ 総主事として選任される者は、日本キリスト教青年会同盟より認証された者と 

する。 

   ５ 総主事は理事会の決定に従い、本会の会務を処理し、事業運営の任にあたる。 

   ６ 総主事の任期は、４年とする。ただし、再任は妨げない。 

７ 総主事は職員の人事権を持つ。    

８ 主事は総主事の命をうけ、担当部門の事業運営にあたる。 

 

第５章 委員会並びに委員長 

（委員会） 

第２０条 常議員会は事業運営のために委員会を組織し、総会構成員のなかから委員を委

嘱する。また必要に応じて、総会構成員外の人を委員に加えることができる。 

   ２ 委員の員数及び職務は、常議会が別に定める。 

   ３ 委員の任期は、１年とする。ただし再任を妨げない。 

 



4 

 

（委員長） 

第２１条 委員長は委員の互選により選出する。  

 

第６章  総    会 

 

（総会の構成） 

第２２条 総会は第８条に定めた総会構成員をもって組織し、常議員会議長が議長となる。 

（定期総会） 

第２３条 常議員会議長は、毎年６月末日までに定期総会を招集する。 

   ２ 定期総会は、次の事項を行い、また会員相互の交わりを深める。  

（１） 事業及び収支決算の報告 

（２） 事業計画及び収支予算の報告 

（３） 本会則の変更 

（４） 常議員会より提出された議案の審議 

（５） 会員の交流及び意見交換 

（６） ユースボランティアの委嘱 

（７） 会員の表彰 

（８） その他 

 

（臨時総会） 

第２４条 臨時総会は、常議員会の決議又は総会構成員の３分の１以上の要求によって開

くことができる。 

（総会の成立及び議決） 

第２５条 総会は、毎年３月末現在の総会構成員の３分の１以上の出席によって成立する。 

     ただし、委任状をもって出席にかえることができる。 

   ２ 議事は、出席した総会構成員の過半数の同意を得て可決する。 

（総会の通知） 

第２６条 総会の議事と日時は、総会開催日の２週間前までに総会構成員に通知しなけれ

ばならない。 

 

第７章  賛 助 会 員 

（賛助会員等） 

第２７条 本会に賛助会員を置く。賛助会員は、拠金その他の方法により、本会の事業を

援助する個人、団体又は法人とする。 

   ２ 賛助会の組織については別に定める。 
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第８章  補    則 

（会則の変更） 

第２８条 本会則は、総会において出席総会構成員の３分の２以上の同意によって変更す

ることができる 

（同盟の承認） 

第２９条 本会則の第１条（名称）、第３条（加盟）、第４条（事業年度）、第５条（目的）、

第８条（会員）、第１４条（常議員の資格）、第１５条（常議員の構成）、第１６

条（常議員の選出）、及び本条（同盟の承認）を変更するには、日本キリスト教

青年会同盟委員会の承認を受けなければならない。 

 

                付    則 

（施行期日） 

第３０条 この会則は、２０１９年７月１日から施行する。 

 

 


